通所リハ　カンファレンス記録
	平成　18年　4月　7日（金）

　　　　　　　　　司会　木村　裕美　　記録者　摩尼　一真
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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること
　

＜連絡事項＞

· 4月20日六角堂祭について

通所からは3名の利用者様が出席となる。スタッフは最低人数のみ残り出席。

・　4月10日勤務変更あり

　　摩尼がデイナイトケアA勤務になり東がデイナイトケアB勤務になる。

· 4月11日症例検討会あり

＜外来情報＞

· 田名部　一樹様～夜早くに眠くなると話されており、夕食後薬と就床前薬の間隔をどのくらい持て
　　　　　　　　ばよいのか相談あり。30分以上間隔を空けるように医師よりアドバイス受けて
　　　　　　　　いる。身体の具合は良いと話す。

· 田澤　勝敏様～連休が続くので本の発売日が心配だと話す。本の発売日については本屋へ確認する

よう主治医より話しある。

· 関　秀治様　～職親体験5日間やるが少し疲れが出ていると話す。今後は職親を利用することを考

　　　　　　　　　えている。

· 横町　浩様～「時々おえっとする」との訴えある。足のひびについてはエルタシン軟膏にて回復し

ている様子。今後は叔父の経営する農場で手伝っていくと話す。

· 関口　禅様　～右肩は良くなったが左の肩がまだ良くならないと話す。

· 大釜　久直様～自分と同じ名前の人はいますか、と話す。

＜利用者様情報＞

· 我満　奈津紀様（34）　統合失調症　デイケア利用中

本人より、堕胎手術にかかる費用をそろえたと話あり。自分が5万円、彼が5万円合わせて10万円用意したと話していた。尚、中絶堕胎手術に関する詳細について父親に伝えたところ、父親より「是非お願いしたい」との返答を得ている。江刺家Ｉ.Ｏ.Ｏに結果について伝えており、後日小坂先生に江刺家Ｉ.Ｏ.Ｏと通所スタッフで話しにいく予定としている。

· 柳町　信之様（50）　統合失調症　ナイトケア利用中

昨日主治医より2週間のナイトケア欠席についての許可をもらったと電話がある。しかし、同じナイトケアを利用されている利用者様より、「1週間ぶりに柳町さんを見た、部屋でも物音一つしないし・・」との情報提供があることから、定期的に通所スタッフより本人宅へ電話し、風呂や食事等の生活状況を確認をしていく。また、青明者へ情報提供し、可能であれば自宅での本人の様子を見て頂けるように依頼し、情報提供して頂く。

· 晴山　美智子様（39）　統合失調症　デイケア利用中

現在クローバーズピアで仕事をしているが、職場の事務長が本人の体調及び精神状態を考え仕事を減らしてくれた為、以前より大分楽に仕事を行えるようになったと報告されている。仕事量減少後、現在眼球上転はないと話されている。仕事の休憩時間に職場の自動販売機でコーラなどの炭酸飲料を購入して飲んでいる為、仕事先の入居者にジュースばかりではなくお茶を飲むよう指摘されたと表情よく報告されている。今の仕事について両親より、1年間は続けて欲しいと言われているとのことで、現在５ヶ月間継続できていることを評価している。

また、主治医からは以前の108㎏の体重に戻らなければ良い、今後1年かけて80㎏まで落としていけばよいと言われたと話しており、気分的には楽だと言う。

・稲垣　ふき様　（61）　統合失調症　デイナイトケア利用中

昨日自室にて転倒し、右足背部に少量の皮下出血見られている。歩行時の痛みを訴えて来られているが、患側を軸にして歩行されていることが見られる。再度の捻挫予防と、患部拡大防止のため歩行時にはスタッフが付き添うように心掛ける。

＜要注目利用者様情報・検討＞

川口律子様　（26）　統合失調症　デイケア利用中

○現状…「死にたいけど死に方が分からない」とスタッフへ訴えて来られることがあり、表情冴えないことや、不自然なほど明るく振舞っている様子が見られる。

　　　　現在、月・水・金の利用であるが、利用日以外にも時折顔見せ程度にデイケアへ来られることが見られるようになっている。利用日以外の自宅での様子については、「1日寝ていたり、音楽を聴いているくらいで部屋からは出ない。気が向いた時に青明舎にご飯持って行って食べてくる」と話されている。

○対応

・変化が見られた際には、主治医及び各関係機関へ情報提供を行う。（本人、松平病院通院している為、松平病院へ連絡・情報提供を行う）

・本人より「ここに来ている時には、死にたいって事は考えないけど家にいると自分が何をして良いか分からなくなる」と話されている為、利用日以外でも通所を促していく。

・希死念慮の見られた際には、必ずスタッフへ相談するように説明する。

・自宅での過ごし方等を面談を通して話し合い、本人の生活目標の設定、及びデイケア利用目的の再確認を行う。

